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ところ，pH5.3，エタノール濃度 80％（v/v）の 20mLを用いて，30 分間の抽出を 3回繰り返したところ，












コキサンチン濃度及び暴露時間に依存し，フコキサンチン濃度 20µM，暴露時間 72 時間の場合，EJ-1，T24






審 査 の 結 果 の 要 旨
　機能性成分であるフコキサンチンのエタノール水溶液による抽出方法を検討した。特にフコキサンチン収
率に及ぼす昆布の形状，エタノール濃度や pH，乾燥温度などの影響を調べた。抽出条件を検討したところ，
pH 5.3，エタノール濃度 80％（v/v）の 20mLを用いて，30 分間の抽出を 3回繰り返したところ，得られた








　フコキサンチンによる EJ-1，T24 両種類の細胞の生存率，細胞の形態学的変化，がん細胞の DNA断片化，
FACS解析（フローサイトメータ解析），caspase-3 活性の活性化などの実験データに基づき，初めてフコキ
サンチンは膀胱がん細胞に対し強いアポトーシス誘導効果が得られ，有効性が確認された。
　以上により，昆布やワカメの生産や加工時に発生する産業廃棄物を利活用し，エタノール溶液抽出物の
EJ-1，T24 両種類の膀胱がん細胞に対する効果を検討したところ強いアポトーシス誘導効果が確認され，新
しい知見が得られたことからこの素材が膀胱がんの治療や防止に新しい天然物由来の機能性食品や医薬品素
材の開発に寄与していることが高く評価される。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
